
































































































































































































































































































































































































































































































昭和二十七年（一九五二） （日蓮聖人立教開宗を期して） 『日蓮宗教学史』 （平楽寺書店）が刊行され、内外に大きな影響を











































影山先生を師と仰ぐ宮崎先生は 南部家の芳情によって 南部家の資料に基づく、 『波木井南部氏事蹟考』を、昭和二十三
年（一九四八）に公刊したが、敗戦直後 社会状況で、あまり顧みられなかったかと思われる。　
その後、不受不施派の釋日学上人 り、坂本幸男学部長 要請があり、宮崎先生は、高木助手とともに、岡山に赴いて新












先生は第一回「日蓮宗布 研究所」主任に任ぜられ 「五義の体系的考察」 名論攷を世に問い、次いで「観心本尊抄」に
ついての論攷を著し、両論文を中心とする『観心本尊抄研究序説』 （山喜房仏書林）を刊行した の後、宗門の顕職に就き、 「 『宗義大綱』解説」を全国に講じた。言わば、戦 の宗義体系についての中心人物 なったのである。 『開目抄講讃』『観心本尊抄講讃』 （いずれも山喜房仏書林発行）をはじめ、多くの著書がある。
十六
・【浅井圓道教授の『法華本門思想史の研究』 】　浅井圓道教授は、東京大学印度哲学梵文学科を卒業後、身延の「祖山学院」で教壇に立ち、室住先生の薫陶を受けたと聞













































・宮崎英修） 。第一巻「日蓮と法華経」 。第二巻「日蓮の生涯と思想」 。第三巻「日蓮信仰の歴史」 。第四巻「日本近
代と日蓮主義」 。第五巻「日蓮語録」である。それまで、個別の論著や論攷はあったが、俯瞰的に日蓮研究の全容を網羅するこの講座の試みは、その後の日蓮研究に大きな影響を与えたのではなかろうか、と愚感している。
十九
・【 「法華経研究シリーズ」の刊行】　乏しい研究費を補うべく、塚本啓祥仏教学部長が相次いで「総合研究」を企画し、文部省から科学研究補助費「総合研究」
を得ることが出来た。さらに、その成果を相次いで刊行した。これにより、計十三巻の出版が実現し、日蓮教学関係の論攷も世に問われた。塚本教授は、さらに『梵文法華経写本集成』十三巻を世に問う 。これらの研究活動に 多くの若手研究者が裨益されたのであった。
二十
・【仏教学関係の学術書】等の研究活動　これらについては、別途、御検索願いたい。
※
　
なお、日蓮教学関係を中心に編まれた『宗学科生のための研究ガイドブック』 （立正大学仏教学部編）に、細大漏 さず、諸
研究の著書
・論文がまとめられている。
　
思い出すままに、諸先生の代表的著書を列記する。
①【布施浩岳先生】
　『法華経成立史』他。
17
日蓮学
　
第二号
②【石川海浄先生】
　『阿含経成立の研究』他。
③【坂本幸男先生】
　『華厳教学の研究』他。
④【兜木正亨先生】
　『法華経と日蓮聖人』 『法華写経の研究』 『法華版経の研究』他。
⑤【野村燿昌教授】
　『周武 難の研究』他。
⑥【中村瑞隆教授】
　『究竟一乗宝生論の研究』他。
⑦【勝呂信静教授】
　『日蓮思想の根本論』 『法華経の思想と形成』 『唯識思想の形成と展開』他。
⑧【塚本啓祥教授】
　『インド仏教における虚像 実像 『インド仏教碑銘の研究』他。
⑨【田賀龍彦教授】
　『法華経の受容と展開』他。
二十一
・その他諸氏の学術書について
　
以上は、戦後間もなくまでの学術研究についてのメモである。それ以降に多数の研究
　
者の活動が展開されるが、それらにつ
いては、現役諸氏の整理に任せたい。　
想い出すままに 二
・三について、記す。
①【河村孝照教授】
　『仏教学概論』 『法華経概説』他。
②【今成元昭教授】
　『法華経
・宮澤賢治』 『説話と仏教』他。
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